
参加費無料

デジタルを使った新しいつながりや見守りを体験してみませんか？

メッセージアプリLINEを使うことで、例えば、遠くに離れて住む家族

や友達と連絡をとったり、写真を互いに送信することができます。

趣味の活動の連絡や家族間、ご近所同士の見守り活動など、LINEアプ

リには便利な活用方法がたくさんあります。

今回の講習会では、緊急時に救急車を呼ぶかどうかを判断できるアプリ

も併せて体験できますので、皆様お誘いあわせの上、奮ってご参加くだ

さい。

令和６年度

メッセージアプリ（LINE）を使おう アプリで病気やけがの緊急度を判定しよう

＜全国版救急受診アプリ（Q助）の活用＞

 全国版救急受診アプリ（Ｑ助）とは？

 Ｑ助アプリをインストールしてみよう

 病気やけがの緊急度を判定してみよう

★全国版救急受診アプリ(愛称「Q助」)は総務省消防庁

が開発したアプリです。

★講習会の内容

大田原市 保健福祉部高齢者幸福課 高齢支援係
℡ ０２８７－２３－８７４０
E-mail kourei@city.ohtawara.tochigi.jp

本事業は総務省の「利用者向けデジタル活用支援推進事業」です。

申し込み・問い合わせ先

この講習会は、大田原市内に居住している方、又はそのご家族であれば、どなたでも参加することが

できます。LINEを使ってみたい家族やお友達と一緒に参加することもできます。

参加費は無料です。ただし、アプリの使用に伴う通信料は参加者の自己負担となります。

この講習会はスマートフォンなどの基本操作（通話、文字入力など）ができる方を対象としています。

当日は基本操作の講習は行いません。

デジタル活用による

★開催日程、申し込み方法は裏面をご確認ください。

「安心つながり」講習会

＜LINEアプリの活用＞

 LINEアプリをインストールしてみよう

 LINEアプリの利用登録の方法

 友達の追加の仕方

 メッセージを送ってみよう

 画像を撮影して送ってみよう

 大田原市情報サービス



デジタル活用による「安心つながり」講習会日程表

申込方法

大田原市高齢者幸福課へ電話、又はＥメールでお申し込みください。

11月7日、1月21日は定員に達しましたので、募集を終了しました。

用意するもの
ご自身のスマートフォン（iPhone,Andoroid どちらでも可）、筆記用具
スマートフォンを持っていない方も参加することができます。

（貸出用スマートフォンを用意いたしますので、申し込みの際にお知らせください）

参加費 参加費は無料です。

• 講習会では、商品やサービスを販売することはありません。

• 受講者に年齢制限はありません。

日 程 時 間 場 所

１ １ 月 ７ 日 ( 木 )

午後１時３０分から

午後４時まで(予定)

（受付開始：午後１時から）

【全会場で共通の時間帯です】

川西ほほえみセンター
【大田原市黒羽向町409-1】

１１月１１日(月)
黒羽・川西地区公民館（黒羽支所）
【大田原市黒羽田町848】

１１月１５日(金)
大田原市湯津上支所
【大田原市湯津上5-1081】

１１月２６日(火)
佐久山地区公民館
【大田原市佐久山2287-1】

１ ２ 月 ９ 日 ( 月 )
金田北地区公民館
【大田原市市野沢1988-1】

１２月１２日(木)
野崎地区公民館(野崎研修センター)
【大田原市野崎2丁目26-2】

１２月１６日(月)
両郷地区公民館
【大田原市中野内773

１２月１７日(火)
須賀川地区公民館
（黒羽農業構造改善センター）
【大田原市須佐木53】

１２月２３日(月)
親園地区公民館
（大田原市親園農村環境改善センター)
【大田原市花園1973】

１ 月 ８ 日 ( 水 )

大田原市役所本庁舎
市民協働ホール１０３会議室
【大田原市本町1丁目4-1】

１ 月 １ ０ 日 ( 金 )

１ 月 ２ １ 日 ( 火 )


